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学校の先生たちも日々勉強をしています

校 長 髙田 雅志

児童のみなさんに「しっかり勉強しましょう」とふだんから言っている学校の先生も、より

よい授業・クラスをつくるために、常に自分たちで勉強し続けています。

今年度四小の先生たちの勉強（校内研修）テーマは『明るく元気な学校・家庭・地域づくり

～人権を尊重する心豊かな人づくりの推進～』です。これは、朝霞一中校区で、文部科学省の

研究指定を受けた「人権教育総合推進地域」として、本年１１月２０日に研究発表会をひらく

ことを見すえたものです。

その研修の手始めに、６月１７日と２０日にはなかよし学級と２年生のクラスでそれぞれ指

導者（県立所沢おおぞら特別支援学校の田中實先生・朝霞第九小学校の木村直美校長先生）を

招き、全学年の先生たちが参加した「校内授業研究会」を開きました。

田中先生からは、特別支援教育の立場で、授業中がんばった子への評価のしかたとして、例

えば『早かったね』では、子どもに「遅いことが悪いことだ」という気持ちを持たせてしまう。

『がんばった』という、そのこと自体をほめる言葉かけが必要だというお話などをしていただ

き、人権教育の視点で大切な、子どもへの一言のもつ力について再認識しました。

木村先生には、『人権教育』というのは、日ごろ教員が学級で取り組んでいる「一人ひとりの

話を大切にして聞く」姿勢そのものであること。それを研究として、授業計画の「この場面で、

このように工夫した」のように示して、学校の中で積重ねて残していくことが、より良い研究

発表につながるとお話しいただきました。

夏休みには、児童のみなさんも各クラスで夏の課題が学年ごとにいろいろと出されて、がん

ばって１学期のまとめや２学期に向けた準備を進めてくることだと思いますが、先生たちもよ

りよい四小を目指して、たくさんの会議を開いたり、外部の研修会等にも出かけてがんばって

います。

６／１８児童集会「学級目標発表会」

朝霞第四小だより

6 月 24 日（月）より

支援員 信太 あゆみ さん

ボランティア 西村 梨華 さん

6 月 26 日（水）より

ボランティア 飯田 綾美 さん

大泉 琴美 さん

6 月 28 日（金）より

理科支援員 清水 光一 さん

いろいろなクラスの授業に出てもらいます。

よろしくお願いいたします。


